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 この１０月に２２名の新しい留学生を迎えました。協定校からの短期留学生１２名、大学院生３名、研究生は３名です。

出身国は９カ国、タンザニアやブータンからも留学生を迎えました。北見での生活を満喫して欲しいと願っています。 

 アトリウムでの歓迎会には工大生の他、市民の皆

様など総勢132名が思い思いの仮装でご参加くださ

いました。本学の国際交流サークル「OFIC」会長、美

濃島さん（機械工学科）から挨拶の後、ハロウィン

ゲームを楽しみました。 

新しい留学生を迎えて               

シラー ヴィクター アレックス  
（タンザニア） 

  研究生としてタンザニア共和
国から来ました。アレックスと呼
んでください！趣味はサッカーと
ベースギターです。北見で初めて
雪を見ました。雪が降っているの
を見て感動しました。北見での生
活に早く慣れるようにと助けてく
れている優しい皆さんに心から感
謝しています。 

チェン ユイティン  
（台湾） 

  私は初めて北海道へ来ました。
台湾よりとても寒いです。でも雪が
大好きなので、雪が降るのが楽し
みです。北見で始まった新しい生活
は面白いです。やりたいことが一杯
あります！温泉に行きたい！ス
キーをしたい！北見の焼き肉を食
べたい！日本人と友達になって、
日本語が上手になりたい！等々で
す。どうぞよろしくお願いします。 

トゥオビネン ミーカ サンテリ 
 （フィンランド） 

 協定校オウル大学4年生の24歳です。

これから半年間、北見工業大学で勉強
します。北見の景色はフィンランドの故
郷に似ています。故郷も冬は長くて寒い
です。でも白夜がないので、北見のほう
が太陽の光をたくさん受けることができ
ます。Rossypottaという大好きな故郷の

料理が食べられないのは寂しいですが、
日本の寿司はとても美味しいので大丈
夫です！ 

インターナショナル“C”アワー           

 自己紹介の後は、新しい留学生をトイレットペー

パーで巻く「ミイラゲーム」を行い、最後は「ハロウィン

ダンス」を踊って盛り上がりました。フィンランドから来

たばかりのテームさんは「たくさんの新しい知り合い

ができて、一緒に写真を撮ったり会話を楽しんだり、

本当に良い時間だった！」と話していました。 

「新しい留学生を歓迎しましょう！」 
ハロウィーンパーティー 10月31日（火) 



「アジア国際子ども映画祭」に係る学校交流       
１１月２４日（金） 

 研究室見学の後は本学の武道場において、文化交流

会を行いました。最初の居合道は、田牧純一名誉教授が

「組太刀」の型を披露しました。その後は尺八、琴の伝統

楽器を紹介しながら、皆で日本の歌を歌いました。浴衣

を着る体験に大喜びし、写真撮影を楽しんでいました。。

最後は全員で「サンバ北見ばやし」を踊って交流会を締

めくくりました。 

 「第11回アジア国際子ども映画祭北見大会」に招待さ

れた生徒の内、東ティモールとベトナムの高校生１７名

が来学しました。最初に本学の説明をし、その後は研

究室見学を行いました。「環境・エネルギー研究推進セ

ンター」のメタンハイドレード、「冬季スポーツ科学研究

推進センター」のスキーシミュレーションやスキーブー

ツの開発、最後はドライビングシュミレーターを体験し

てもらいました。 

  台湾からの短期留学生リン・ 

ジャーイーさんは幼少期から習って

いる見事なタップダンスを披露。そ

の後、バングラディシュのゴシュ・ク

マルさんらが自国の歌と伝統的な結

婚式舞踊を華やかに披露。会場か

らは大きな拍手が沸き起こりました。 

「オホーツク国際ふれあい広場」への参加       
１１月２５日（土） 

 北見市青少年国際交流事業実施委員会が毎年主催している「オホーツク国際ふれあい広場」で、

本学の留学生7名がパフォーマンスを行いました。 



 北見市「女性国内研修つどいの会」が主催している第11回

異文化交流会において、今年も本学の留学生2名が発表を

行いました。  

 「聞いてみよう外国人からの視点」というテーマで、サウジ

アラビア出身のカリーファ ムジャヒドさん（情報システム工学

科）とパヴェウ レムパさん（大学院：生産基盤工学専攻）が、

日本で驚いたこと等を話し、市民との交流を深めました。 

「異文化交流会」への参加      
10月28日（土） 
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今後の予定 

 
 
 

 

手編みセーターの寄贈     

 「留学生が来るのは“平和の印！”」と、

毎年、手編みのセーターをプレゼントくだ

さる市山様から、今年も素敵な3着が届き

ました。希望者がとても多くて抽選を行な

い、幸運な3名の留学生は大喜びしながら、

身も心も温まるセーターを受け取っていま

した。 

◆インターナショナルCアワー：１２月７日（木） 

                    １８：００～                   

◆留学生交流の夕べ：１２月１３日（水） 

               １８：００～ 

小泉小学校 交流会   
11月6日（月） 

  北斗高校 交流会  
11月13日（月） 

 11名の留学生が北見市立小泉小学校6年生

を訪問し、一緒に給食を食べたり授業見学を行

ないました。12月に再訪問する時は、留学生が

自国の文化を紹介する予定です。 

 5名の短期留学生が北

斗高校の剣道部と交流会

を行ないました。 

留学生は剣道
を見るのも初め
てで、武道の精
神や礼儀作法
を体験しながら
日本への理解
を深めていまし
た。 


